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『
三
国
志
演
義
』
に
見
え
る
異
聞
の
系
譜

l
l

「
捜
神
記
』
と
の
関
係
を
め
？
っ
て
｜
｜

”""' 
-‘ 
、『圃〆

吉
永

壮
介

清
の
章
学
誠
は
「
三
国
志
演
義
』
（
以
下
『
演
義
』
）
を
評
し
て
「
七
実
三
虚
」
と
述
べ
た
。
そ
の
数
字
の
当
否
は
措
く
と
し
て
も
、
正
史

の
「
三
国
志
』
及
び
義
注
に
も
多
彩
な
異
聞
が
採
録
さ
れ
て
い
る
事
を
思
え
ば
、
「
実
」
と
「
虚
」
を
分
か
つ
指
標
の
提
示
は
な
か
な
か
困

難
で
あ
る
。

『
演
義
』
に
見
え
る
異
聞
に
は
、
関
索
・
花
関
索
の
よ
う
に
民
間
伝
承
を
経
て
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
、
正
史
や
志
怪
小
説
に
淵
源
を
持

ち
、
そ
れ
を
継
承
し
た
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
後
者
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
『
演
義
』
と
『
捜
神
記
』

(1
) 

と
の
関
係
に
注
目
す
る
。
二
十
巻
本
「
捜
神
記
』
の
中
で
、
「
演
義
」
と
も
内
容
が
重
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
有
す
る
の
は
、
嘆
竺
、
曹
操
、

(2
) 

公
孫
淵
、
孫
権
、
諸
葛
幡
、
子
吉
、
左
慈
、
華
佑
、
管
轄
の
九
人
で
あ
る
。
康
竺
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
し
て
、
嘉
靖
本
以
下
、
多
く
の
版
本

に
「
事
出
捜
神
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
原
「
演
義
』
が
『
捜
神
記
」
を
取
り
込
ん
だ
の
か
ど
う
か
、
「
演
義
』
諸
版
本
聞
の
異

同
に
も
留
意
し
つ
つ
、
論
述
し
て
み
た
い
。
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一、

「
演
義
』
と
「
三
国
志
』
『
捜
神
記
』の
比
較

（
こ
康
竺
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
三
、
毛
宗
閥
本
（
以
下
、
毛
本
）
第
十
一
因
。
康
竺
が
車
に
同
乗
さ
せ
て
あ
げ
た
女
性
が
実
は
「
南
方
火
徳
星
君
」
で
あ
り
、

火
事
の
予
告
を
受
け
た
お
陰
で
、
家
財
は
灰
燈
に
帰
す
る
事
を
免
れ
た
。

こ
の
話
は
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
四
に
見
え
、
『
三
国
士
山
』
巻
三
十
八
も
注
に
「
捜
神
記
」
を
引
い
て
い
る
。
両
書
と
も
女
性
を
「
天

使
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
南
方
火
徳
星
君
」
と
し
た
の
は
「
演
義
』
の
創
作
で
あ
る
。
嘉
靖
本
、
葉
逢
春
本
以
下
、
こ
の
話
を
－
記
し
て

い
る
『
演
義
』
の
諸
版
本
は
、
事
件
の
末
尾
に
「
事
出
捜
神
記
」
と
出
典
を
明
記
し
て
い
（

μ。
し
か
し
、
該
当
個
所
の
字
句
を
比
較
す
る

と
、
諸
版
本
が
記
す
通
り
に
原
『
演
義
』
が
『
捜
神
記
』
に
よ
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
点
が
あ
る
。
嘆
竺
の
富
豪
ぶ
り
に
関
し
て
、
嘉

靖
本
に
は
「
此
人
家
世
富
、
庄
戸
憧
僕
等
高
徐
人
」
と
見
え
、
こ
の
話
を
載
せ
て
い
る
諸
版
本
も
概
ね
こ
れ
に
近
い
表
現
を
用
い
て
い
る
。

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
の
該
当
個
所
を
見
る
と
「
祖
世
貨
殖
、
家
資
巨
寓
」
と
あ
り
、
『
三
国
志
』
に
は
「
祖
世
貨
殖
、
憧
客
寓
人
、
資
産

矩
億
」
と
見
え
る
。
『
演
義
』
諸
版
本
に
は
「
三
国
志
』
と
同
じ
く
「
憧
」
の
字
が
見
え
、
資
産
で
は
な
く
使
用
人
に
つ
い
て
「
高
」
の
字

を
用
い
て
い
る
点
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
嘆
竺
が
女
性
と
相
乗
り
を
し
た
距
離
に
つ
い
て
、
『
捜
神
記
』
は
「
二
十
余
里
」
と
す
る
が
、

「
演
義
』
は
「
三
国
志
』
と
同
じ
く
「
数
里
」
に
作
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
原
『
演
義
』
の
作
者
は
『
捜
神
記
』
で
は
な
く
「
三
国
志
』

を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
『
演
義
』
の
作
者
が
こ
と
さ
ら
に
「
事
出
捜
神
記
」
と
明
記
し
た
の
は
、

『
三
国
志
』
の
注
に
『
捜
神
記
』
の
名
が
見
え
る
の
に
乗
じ
て
、
あ
る
種
の
権
威
付
け
を
狙
つ
て
の
事
で
あ
ろ
う
。

「
十
七
史
詳
節
」
巻
十
三
も
「
三
国
志
』
同
様
に
『
捜
神
記
』
を
引
い
て
お
り
、
「
憧
客
寓
人
」
の
語
も
見
え
る
。
し
か
し
、
「
演
義
』
『
三
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国
志
』
が
康
竺
の
出
身
地
を
「
東
海
胸
人
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
『
詳
節
』
は
「
東
海
人
」
と
す
る
に
止
ま
っ
て
お
り
、
原
『
演
義
』
が

『
詳
節
」
で
は
な
く
『
三
国
志
』
を
参
照
し
て
い
た
事
が
分
か
る
。

尚
、
『
拾
遺
記
』
巻
八
に
、
赤
眉
の
乱
で
害
せ
ら
れ
た
女
性
の
霊
に
、
喫
竺
が
青
衣
を
着
せ
て
弔
っ
て
や
っ
た
話
が
見
え
る
。
そ
の
恩
に

報
い
る
為
、
女
性
は
嘆
竺
に
火
事
の
災
厄
が
あ
る
事
を
告
げ
、火
事
の
際
に
は
青
衣
の
童
子
が
現
れ
た
と
い
う
。
『
捜
神
記
』
と
同
じ
く
火

事
に
ま
つ
わ
る
話
だ
が
、
双
方
の
逸
話
が
混
同
さ
れ
る
事
は
な
く
、
『
太
平
御
覧
』
『
事
類
賦
』
を
始
め
、
『
天
中
記
』
『
淵
鑑
類
函
』
『
侃
文

韻
府
」
な
ど
多
く
の
書
が
『
捜
神
記
』
と
「
拾
遺
記
』
の
双
方
の
話
を
採
録
し
て
い
る
。

（
二
）
曹
操
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
十
六
、
毛
本
第
七
十
八
回
。
名
工
・
蘇
越
を
招
い
て
建
始
殿
の
建
設
に
着
手
し
た
曹
操
は
、
自
ら
躍
龍
嗣
の
梨
の
樹
を
伐
る

が
、
樹
の
返
り
血
を
浴
ぴ
、
黒
衣
の
梨
樹
の
神
に
悩
ま
さ
れ
、
病
の
床
に
伏
し
た
。

「
黒
衣
の
梨
樹
の
神
」
と
い
う
の
は
『
演
義
』
の
創
作
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
六
、
『
三
国
志
」
巻
一

注
引
『
世
話
聞
』
『
曹
繭
伝
』
に
ほ
ぼ
同
様
の
話
が
見
え
、
『
後
漢
書
』
志
第
十
四
も
『
三
国
志
」
が
注
に
引
く
両
書
を
引
用
し
て
い
る
。
『
捜

神
記
』
『
三
国
志
』
『
後
漢
書
』
と
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
載
せ
て
い
る
が
、
「
蘇
越
」
の
名
が
見
え
る
の
は
『
三
国
志
』
注
引
『
曹
臓
伝
』
の

(5
) 

み
で
あ
り
、
原
『
演
義
』
が
こ
れ
に
よ
っ
た
事
が
分
か
る
。

尚
、
『
演
義
』
の
諸
版
本
は
そ
ろ
っ
て
「
躍
龍
嗣
」
に
作
る
が
、
『
三
国
志
」
注
引
『
世
語
』
は
「
濯
龍
嗣
」
と
す
る
。
『
後
漢
書
』
巻
七

に
も
「
飾
芳
林
而
考
濯
龍
之
宮
」
と
見
え
る
よ
う
に
元
来
は
「
濯
」
が
正
し
く
、
『
晋
書
』
巻
二
十
八
、
『
宋
書
』
巻
三
十
二
、
『
貌
書
』

百
十
四
、
「
資
治
通
鑑
』
巻
七
十
、
都
氏
『
績
後
漢
書
』
巻
二
十
五
等
の
史
書
も
「
濯
龍
嗣
」
に
作
っ
て
い
る
。
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（
三
）
公
孫
淵
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
二
十
二
、
毛
本
第
一
百
六
回
。
公
孫
淵
が
貌
に
叛
旗
を
翻
し
て
燕
王
を
名
乗
る
際
、
倫
直
は
「
頭
巾
を
か
ぶ
り
赤
衣
を
着
た
犬

が
屋
根
に
登
っ
た
」
「
甑
の
中
で
幼
児
が
蒸
き
れ
て
死
ん
で
い
た
」
「
頭
・
顔
・
目
・
耳
・
口
・
鼻
は
あ
る
が
、
手
足
が
つ
い
て
い
な
い
肉
塊

が
あ
っ
た
」
と
い
う
怪
異
現
象
を
挙
げ
て
、
「
亡
国
の
兆
し
で
あ
る
」
と
諌
め
た
。

と
も
に
こ
の
三
件
の
怪
異
を
記
し
て
お
り
、
原
「
演
義
』
が
ど
ち
ら
を
参
照
し
た

(6
) 

の
か
断
定
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
倫
直
は
史
実
で
は
「
倫
直
」
で
あ
る
。
『
三
国
志
』
に
は
そ
の
名
が
見
え
な
い
が
、
「
晋
書
』
巻
一
、
「
資

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
九
、
「
三
国
志
』
巻
八
は
、

治
通
鑑
』
巻
七
十
四
に
、
公
孫
淵
を
諌
め
て
買
範
と
と
も
に
殺
き
れ
、
後
に
司
馬
誌
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
た
と
見
え
る
。
「
演
義
』
は
、
本

来
関
連
の
無
か
っ
た
買
範
・
倫
直
と
三
つ
の
怪
異
を
組
み
合
わ
せ
て
描
い
て
い
る
。

（
四
）
孫
権
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
二
十
二
、
毛
本
第
一
百
八
回
。
太
和
一

L恥
秋
八
月
一
目
、
大
風
が
吹
き
、
呉
の
祖
先
の
陵
墓
に
植
え
ら
れ
て
い
た
松
や
柏
の
木

が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
、
建
業
の
南
門
の
外
に
逆
さ
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
孫
権
は
驚
き
の
あ
ま
り
病
を
得
て
、
翌
年
没
し
た
。

こ
の
話
は
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
六
、
『
三
国
志
』
巻
四
十
七
に
見
え
る
。
『
捜
神
記
』
に
は
「
松
柏
」
の
語
は
無
く
、
木
が
突
き
刺
さ

っ
た
場
所
を
「
呉
城
西
門
」
と
す
る
。一
方
『
三
国
志
』
に
は
「
松
柏
」
の
語
が
見
え
、
木
が
刺
さ
っ
た
場
所
を
「
郡
城
南
門
」
に
作
っ
て

い
る
事
か
ら
、
原
『
演
義
』
は
『
三
国
志
』
を
参
照
し
た
事
が
分
か
る
。
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（
五
）
諸
葛
悔
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
二
十
二
、
毛
本
第
一
百
八
因
。
出
仕
し
よ
う
と
す
る
諸
葛
悔
の
衣
を
、
犬
が
街
え
て
な
か
な
か
行
か
せ
よ
う
と
し
な
い
。
ま

た
、
諸
葛
協
が
抹
殺
さ
れ
る
と
、
悔
の
妻
の
も
と
に
全
身
血
生
臭
く
な
っ
た
下
女
が
現
れ
、
目
を
剥
き
歯
ぎ
し
り
を
し
て
、
飛
び
上
が
っ
て

梁
に
頭
を
ぶ
つ
け
、
「
吾
は
諸
葛
憾
だ
、
姦
賊
孫
峻
の
謀
に
落
ち
て
殺
さ
れ
た
」
と
言
っ
た
。

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
九
、
「
三
国
志
』
巻
六
十
四
の
本
文
及
び
注
に
引
く
『
捜
神
記
」
に
見
え
る
。
両
書
の
字
句
は
ほ
ぼ
一
致
し
て

お
り
、
該
当
個
所
か
ら
は
『
演
義
』
が
ど
ち
ら
に
よ
っ
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。
但
し
、
『
三
国
志
』
に
は
犬
の
話
の
直
前
に
下
女
が
水
や

衣
服
を
何
度
換
え
て
も
血
な
ま
ぐ
さ
か
っ
た
と
い
う
話
が
見
え
、
「
演
義
」
も
同
様
に
話
を
配
列
し
て
い
る
。
ま
た
諸
葛
悔
に
ま
つ
わ
る
、

(8
) 

白
虹
が
出
た
、
喪
中
の
男
が
迷
い
込
ん
で
来
た
、
屋
根
の
梁
が
二
つ
に
折
れ
た
、
宴
席
で
の
毒
殺
を
恐
れ
て
自
宅
か
ら
飲
み
慣
れ
て
い
る
薬

酒
を
取
り
寄
せ
た
、
石
子
岡
に
葬
ら
れ
る
事
を
予
告
す
る
は
や
り
歌
が
あ
っ
た
等
、
『
捜
神
記
」
に
は
見
え
な
い
話
が
『
三
国
志
」
に
は
全

て
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
原
「
演
義
』
の
作
者
が
『
三
国
志
』
を
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
間
違
い
な
い
。

（
六
）
子
吉
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
六
、
毛
本
第
二
十
九
回
。
宴
会
の
途
中
で
諸
将
が
子
吉
の
も
と
に
集
ま
る
の
を
見
て
立
腹
し
た
孫
策
は
、
子
吉
を
床
の
上
に
転

が
し
て
雨
乞
い
を
さ
せ
る
。
孫
策
は
母
の
諌
め
も
容
れ
ず
、
か
つ
て
張
津
が
妖
術
に
凝
っ
た
が
結
局
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
例
を
挙
げ
て
、

子
吉
が
雨
乞
い
に
成
功
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
殺
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
の
後
、
度
々
現
れ
る
亡
霊
に
悩
ま
さ
れ
、
最
後
に
は
鏡
の
中
に
子

吉
の
姿
を
見
て
狂
死
す
る
。

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
一
に
は
雨
乞
い
と
鏡
の
話
が
見
え
、
『
三
国
志
』
巻
四
十
六
も
二
箇
所
に
分
け
て
注
に
『
捜
神
記
』
を
引
い
て

(323) -46-



い
る
。
こ
の
箇
所
か
ら
は
原
「
演
義
」
が
ど
ち
ら
に
よ
っ
た
の
か
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
演
義
」
に
見
え
る
、
宴
会
、
孫
策
の
母
と

の
対
話
、
張
津
の
例
を
挙
げ
る
と
い
う
く
だ
り
は
、
「
三
国
志
』
注
引
「
江
表
伝
』
に
は
見
え
る
が
『
捜
神
記
」
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
鏡

で
自
分
の
姿
を
見
た
孫
策
が
「
こ
の
よ
う
な
容
貌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
で
も
功
を
立
て
る
事
が
で
き
よ
う
か
！
」
と
言
っ
た
話
を
載

(9
) 

せ
る
版
本
も
多
く
、
こ
れ
も
『
三
国
志
」
注
引
『
呉
歴
』
に
見
え
る
が
「
捜
神
記
」
に
は
無
い
。
尚
、
『
江
表
伝
」
の
孫
策
母
子
の
対
話
は

『
後
漢
書
』
巻
三
十
下
に
も
注
に
引
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
嘉
靖
本
以
下
『
演
義
」
諸
版
本
に
見
え
る
「
此
人
乃
妖
妄
之
人
。
能
以
妖
術

惑
衆
人
之
心
、
遂
使
諸
将
不
復
相
顧
君
臣
之
雄
、
蓋
皆
策
下
楼
拝
之
、
云
々
」
と
い
う
一
言
葉
は
、
『
三
国
志
」
注
に
は
ほ
ぼ
同
じ
形
で
見
え

る
が
、
『
後
漢
書
」
注
で
は
省
か
れ
て
お
り
、
従
っ
て
『
後
漢
書
」
で
は
な
く
『
三
国
志
』
が
参
照
き
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
原
「
演
義
』

は
『
捜
神
記
』
『
後
漢
書
』
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
『
三
国
志
』
が
注
に
引
く
「
捜
神
記
」
か
ら
雨
乞
い
と
鏡
の
プ
ロ
ッ
ト
、
『
江
表
伝
」

か
ら
宴
会
と
孫
策
母
子
の
会
話
、
そ
し
て
『
呉
歴
』
か
ら
孫
策
が
自
分
の
衰
え
た
容
貌
を
嘆
く
プ
ロ
ッ
ト
を
借
り
、
そ
れ
ら
を
併
せ
て
描
い

て
い
る
事
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
『
演
義
』
に
は
子
吉
が
曲
陽
泉
で
神
書
を
得
た
話
が
見
え
、
嘉
靖
本
以
下
多
く
の
版
本
は
「
太
平
清
領
道
凡
百
除
巻
」
も
し
く

は
「
太
平
清
領
凡
百
絵
巻
」
と
す
る
。
『
三
国
志
」
巻
四
十
六
注
引
『
志
林
」
は
「
太
平
青
領
道
凡
百
絵
巻
」
と
し
、
「
後
漢
書
」
巻
三
十
下

は
「
百
七
十
巻
」
「
太
平
清
領
書
」
と
す
る
。
『
演
義
』
の
「
太
平
清
領
道
」
と
い
う
書
名
は
『
三
国
志
」
と
「
後
漢
書
」
の
記
述
の
混
ざ
っ

た
形
で
あ
る
が
、
巻
数
「
凡
百
徐
巻
」
が
一
致
し
て
い
る
事
か
ら
、
原
「
演
義
」
は
お
そ
ら
く
「
三
国
志
』
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但

し
、
当
時
民
間
に
流
通
し
て
い
た
書
物
も
し
く
は
伝
説
を
も
吸
収
し
て
い
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
。
こ
の
箇
所
、
周
日
校
本
に
は
「
考

讃
」
と
し
て
「
按
一
統
志
」
に
始
ま
る
割
注
が
見
え
る
。
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
子
吉
の
事
績
は
「
明
一
統
志
』
巻
二
十
三
「
子
吉
」
の

条
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
靖
本
に
は
子
吉
が
「
太
平
清
領
道
」
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
「
名
之
日
、
禁
児
科
。
（
原
注
）
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禁
児
科
一
名
祝
由
科
、
瞥
家
十
三
科
内
有
此
一
科
」
と
見
え
、
他
の
版
本
も
そ
れ
に
類
す
る
解
説
を
附
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、

(U
) 

原
『
演
義
』
の
作
者
が
「
三
国
志
」
以
外
に
も
、
子
吉
伝
説
と
も
関
わ
る
何
ら
か
の
書
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

（
七
）
左
慈
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
十
四
、
毛
本
第
六
十
八
回
。
宮
殿
の
庭
の
池
か
ら
松
江
の
鍾
を
釣
る
、
居
な
が
ら
に
し
て
萄
の
生
萎
を
手
に
入
れ
る
、
羊
に
化

け
る
等
、
様
々
な
術
を
披
露
し
つ
つ
曹
操
を
愚
弄
し
た
後
、
左
慈
は
白
鶴
に
乗
っ
て
消
え
去
る
。

左
慈
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
、
『
三
国
志
」
に
は
見
え
な
い
。
『
演
義
』
の
左
慈
像
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
・
『
後
漢
書
』
巻
八
十
二

下
の
系
統
と
、
「
神
仙
伝
』
巻
五
の
系
統
の
双
方
の
流
れ
を
受
け
、
ま
た
『
神
仙
伝
』
巻
九
の
介
象
の
逸
話
と
も
部
分
的
に
交
錯
し
つ
つ
形

成
さ
れ
た
も
の
で
ふ
出
。
『
捜
神
記
』
と
『
後
漢
書
』
の
字
句
に
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
無
い
為
、
『
演
義
』
が
ど
ち
ら
に
よ
っ
た
か
は
定
か
で

は
な
い
。

（
八
）
華
佑
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
十
六
、
毛
本
第
七
十
八
因
。
頭
痛
に
悩
む
曹
操
に
、
華
飲
は
名
医
・
華
佑
を
招
く
よ
う
に
勧
め
、
そ
の
治
療
歴
と
し
て
次
の
五

件
を
列
挙
す
る
。

①
甘
陵
の
相
の
夫
人
が
妊
娠
六
ヶ
月
目
に
し
て
流
産
し
て
い
る
の
を
診
断
し
た
。

②
道
ば
た
で
岬
吟
す
る
男
に
に
ん
に
く
の
汁
三
升
を
飲
ま
せ
て
蛇
を
吐
き
出
さ
せ
た
。
華
佑
の
家
に
は
同
じ
よ
う
な
蛇
が
何
匹
も
掛
け
ら
れ

(M
) 

て
い
た
。
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③
生
魚
の
毒
に
あ
て
ら
れ
た
広
陵
の
太
守
・
陳
登
に
薬
を
飲
ま
せ
、
頭
が
赤
く
て
動
く
も
の
を
吐
き
出
さ
せ
て
治
す
が
、
華
佑
の
予
告
通
り

二
年
後
に
再
発
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

④
あ
る
人
が
眉
間
に
癌
が
で
き
て
捧
く
て
た
ま
ら
ぬ
の
を
見
て
「
こ
の
中
に
飛
ぶ
も
の
が
い
る
」
と
言
い
、
切
開
し
た
と
こ
ろ
鵠
が
飛
ぴ
去

っ
て
い
っ
た
。

⑤
あ
る
人
が
犬
に
噛
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
癌
が
で
き
、
一
つ
は
痛
く
一
つ
は
摩
く
て
た
ま
ら
な
い
。
華
佑
は
、
痛
い
方
に
は
針
が
十
本
、
摩
い

方
に
は
黒
と
白
の
碁
石
が
二
つ
入
っ
て
い
る
と
言
い
、
切
開
し
て
み
る
と
果
た
し
て
そ
の
通
り
だ
っ
た
。

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
三
に
は
②
の
話
が
見
え
る
。
「
三
国
志
」
巻
二
十
九
、
『
後
漢
書
』
巻
二
十
八
下
に
も
見
え
、
字
句
も
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
が
、
華
佑
の
家
の
壁
に
同
じ
よ
う
な
蛇
が
吊
し
て
あ
る
場
面
は
「
捜
神
記
』
に
は
見
え
ず
、
原
『
演
義
』
が
『
三
国
志
」
か
『
後

漢
書
」
に
よ
っ
た
事
が
分
か
る
。
『
三
国
志
」
『
後
漢
書
』
に
は
と
も
に
①
②
③
の
話
が
見
え
、
そ
の
字
句
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
但
し
②

の
に
ん
に
く
に
つ
い
て
、
『
後
漢
書
』
は
「
薄
着
」
に
作
る
が
、
『
三
国
志
』
は
「
蒜
肇
」
に
作
る
。
嘉
靖
本
は
「
蒜
蛮
」
と
し
て
『
三
国

志
』
同
様
「
蒜
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
③
で
華
佑
が
陳
登
に
告
げ
た
せ
り
ふ
に
つ
い
て
、
「
後
漢
書
』
で
は
「
府
君
胃
中
有
晶
」
と

言
う
に
止
ま
る
が
、
『
三
国
志
』
で
は
「
府
君
胃
中
有
品
数
升
」
と
し
て
お
り
、
嘉
靖
本
以
下
こ
の
例
を
挙
げ
て
い
る
版
本
は
い
ず
れ
も

「
胃
中
有
品
数
升
」
に
作
っ
て
い
る
事
か
ら
、
原
『
演
義
』
は
『
後
漢
書
』
で
は
な
く
『
三
国
志
」
を
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
札

ω。

（
九
）
管
轄
に
つ
い
て

嘉
靖
本
巻
十
四
、
毛
本
第
六
十
九
因
。
左
慈
の
幻
術
に
惑
わ
さ
れ
気
分
の
す
ぐ
れ
ぬ
曹
操
に
、
太
史
丞
の
許
芝
は
管
轄
を
召
す
よ
う
に
勧

め
、
そ
の
占
い
が
的
中
し
た
七
件
の
実
例
を
挙
民

μ。
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①
邪
那
の
太
守
・
単
子
春
と
対
面
し
、
酒
三
升
を
飲
ん
で
『
易
」
に
つ
い
て
論
じ
、
並
み
居
る
賓
客
か
ら
神
童
の
誉
れ
を
受
け
た
。

②
札
艇
の
三
兄
弟
の
足
が
不
自
由
に
な
っ
た
の
は
、
凶
作
の
年
に
お
ば
を
井
戸
に
落
と
し
て
殺
し
た
巣
り
で
あ
る
と
見
抜
い
た
。

(319) 

③
鳩
が
突
す
る
よ
う
に
鳴
く
の
を
聞
き
、
郭
思
の
縁
者
が
訪
れ
、
小
事
件
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
予
言
。
果
た
し
て
、
下
男
が
鶏
を
射
た
矢
が

逸
れ
て
、
隣
家
の
少
女
の
手
に
あ
た
っ
た
。

④
安
平
の
太
守
・
王
基
に
呼
ば
れ
た
頃
、
信
都
の
県
令
の
妻
子
が
頭
や
胸
の
痛
み
に
苦
し
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
屋
敷
の
西
に
矛
と
矢
を
持
つ

た
二
つ
の
屍
体
の
せ
い
で
あ
る
と
占
っ
た
。
そ
の
屍
体
を
城
外
十
里
の
と
こ
ろ
に
埋
め
る
と
、
県
令
の
妻
子
は
治
っ
た
。

せ
き
ふ

⑤
諸
葛
原
が
新
興
太
守
に
栄
転
す
る
宴
席
上
、
射
覆
を
行
い
、
燕
の
卵
と
蜂
の
巣
と
蜘
妹
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
を
言
い
当
て
た
。

⑥
あ
る
郷
の
婦
人
の
牛
が
盗
ま
れ
た
際
、
そ
の
牛
は
北
渓
の
浜
で
七
人
の
者
に
よ
っ
て
宰
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
急
げ
ば
ま
だ
皮
と
肉
は
残

（
四
）

っ
て
い
る
と
占
う
。
婦
人
は
平
原
太
守
・
劉
郊
に
訴
え
出
て
そ
の
七
人
を
捕
ら
え
る
事
が
で
き
た
。
劉
郊
は
管
轄
の
占
い
を
信
じ
ず
、
射

覆
で
管
轄
を
試
し
た
と
こ
ろ
、
管
轄
は
印
章
を
入
れ
る
袋
と
山
鶏
の
毛
が
入
っ
て
い
る
の
を
言
い
当
て
た
。

-50ー

⑦
三
日
で
寿
命
が
尽
き
る
は
ず
の
越
顔
を
北
斗
・
南
斗
の
神
の
も
と
に
赴
か
せ
、
酒
と
臓
と
を
差
し
出
し
て
寿
命
を
延
ば
き
せ
た
。

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
巻
三
に
は
②
④
が
見
え
、
『
三
国
志
」
「
方
技
伝
」
に
は
①

1

⑤
、
そ
し
て
若
干
異
な
る
が
⑥
の
話
が
見
え
る
。
両

者
が
重
な
る
の
は
②
と
④
で
、
②
に
関
し
て
は
字
句
の
異
同
が
無
い
が
、
④
で
『
捜
神
記
』
は
「
去
城
二
十
里
埋
之
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
『
三
国
志
』
に
は
「
去
城
一
十
里
」
と
あ
り
、
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
・
周
臼
校
本
等
の
『
演
義
」
諸
版
本
も
「
城
外
十
里
埋
之
」
と
し

て
距
離
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
①
i

⑤
ま
で
の
話
が
揃
っ
て
見
え
る
事
、
「
演
義
』
に
見
え
る
管
轄
の
容
貌
や
生
い
立
ち
も
『
三
国
志
』

に
の
み
見
え
る
事
か
ら
、
原
『
演
義
』
は
『
捜
神
記
』
で
は
な
く
『
三
国
志
』
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
、
⑦
越
顔
の
寿
命
を
延
ば
す
話
は
、
二
十
巻
本
「
捜
神
記
」
巻
三
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
話
が
見
え
る
が
、

そ
の
点
に
つ
い
て
次
節
で
検
討



す
る
。

一
一、

「
顔
超
」
と
「
越
顔
」
に
つ
い
て

管
轄
が
、
十
九
歳
で
尽
き
る
は
ず
の
若
者
の
寿
命
を
北
斗
・
南
斗
の
神
に
頼
ん
で
延
ば
さ
せ
る
、
と
い
う
『
演
義
』
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
二

十
巻
本
「
捜
神
記
』
巻
三
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
形
で
見
え
る
。
し
か
し
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
が
若
者
の
名
を
「
顔
超
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
「
演
義
』
は
「
越
顔
」
に
作
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
話
は
、
八
巻
本
（
稗
海
本
）
『
捜
神
記
」
巻
一
、
敦
燈
本
（
句
道
興
本
）
「
捜
神
記
』
に
も
見
え
、
八
巻
本
は
若
者
の
名
を

『
演
義
』
と
同
じ
く
「
越
顔
」
に
、
教
燈
本
は
「
越
顔
子
」
に
作
っ
て
い
る
。
ま
た
嘉
靖
本
に
「
越
顔
回
家
、
急
告
妙
父
」
と
見
え
る
の
を

は
じ
め
、
「
越
顔
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
－
記
し
て
い
る
「
演
義
」
の
諸
版
本
に
は
い
ず
れ
も
、
驚
い
た
越
顔
が
家
に
帰
っ
て
親
に
告
げ
る
場
面

が
あ
る
。
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
に
は
そ
の
場
面
は
見
え
な
い
が
、
八
巻
本
に
は
「
越
子
開
之
、
奔
走
告
父
」
、
敦
燈
本
に
は
「
顔
子
子
是

そ
の
点
で
も
「
演
義
』
の
展
開
と
一
致
し
て
い
る
。

帰
家
、
速
告
父
母
」
と
あ
り
、

次
に
、
八
巻
本
と
敦
燈
本
の
内
容
を
『
演
義
』
と
比
較
す
る
と
、
『
演
義
』
で
は
北
斗
・
南
斗
の
神
は
樹
の
下
で
碁
を
打
っ
て
お
り
、
八

巻
本
も
同
様
だ
が
、
敦
煙
本
は
「
樗
蒲
博
戯
」
、
す
な
わ
ち
博
打
を
し
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
敦
燈
本
に
は
、
若
者
が
管
轄
に
そ
の
名
を
問

う
「
顔
子
問
目
、
丈
夫
宣
非
管
轄
？
日
、
我
是
。
」
と
い
う
『
演
義
』
に
は
見
え
ぬ
場
面
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
『
演
義
』
に
見
え

る
管
轄
と
越
顔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
二
十
巻
本
、
敦
埠
本
で
は
な
く
、
八
巻
本
『
捜
神
記
』
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

尚
、
宋
・
楊
膏
賢
集
註
、
元
・
粛
士
費
剛
補
『
分
類
補
注
李
太
白
集
』
巻
十
「
草
創
大
還
贈
柳
官
姐
」
の
「
南
斗
」
に
関
す
る
注
に
「
越

顔
」
の
名
が
見
え
、
内
容
は
八
巻
本
「
捜
神
記
』
と
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
天
中
記
』
巻
二
に
も
「
越
顔
」
の
名
前
が
見
え
る
が
、
そ
の -51ー(318) 



内
容
は
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
に
沿
っ
て
お
り
、
或
い
は
『
演
義
』
に
影
響
さ
れ
て
の
混
同
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一一一、

「
演
義
』に
於
け
る
「
貌
書
・
方
技
伝
」の
引
用
手
法
と
管
轄
の
逸
話
に
つ
い
て

華
伶
と
管
轄
に
関
し
て
は
、
「
三
国
志
』
巻
二
十
九
「
貌
書
・
方
技
伝
」
に
列
伝
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
裳
注
も
含
め
て
相
当
な
分
量
の

事
績
が
司
記
さ
れ
て
い
る
。
原
『
演
義
』
の
面
影
を
比
較
的
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
・
周
日
校
本
で
は
、
華
佑
は
①

ー
⑤
、
管
轄
は
①
1

⑦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
羅
列
し
て
紹
介
さ
れ
つ
つ
登
場
し
て
い
る
事
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
原
『
演
義
』

が
採
用
し
た
そ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
で
、
華
佑
①
1

③
、
管
轄
①
1

⑤
は
「
方
技
伝
」
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
典
を
求
め
ら
れ

る
。
つ
ま
り
原
『
演
義
』
の
作
者
は
、
「
方
技
伝
」
か
ら
立
て
続
け
に
引
用
し
た
後
で
、
出
典
を
異
に
す
る
逸
話
を
二
つ
ず
つ
添
え
て
い
る

事
に
な
る
。
敢
え
て
「
方
技
伝
」
に
見
え
な
い
逸
話
を
挿
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
「
演
義
』
の
作
者
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
す

る
に
値
す
る
何
ら
か
の
書
籍
を
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
管
轄
⑥
⑦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
考
え
て

み
た
い
。

管
轄
⑥
の
話
の
前
半
部
分
、
婦
人
が
失
っ
た
牛
は
北
渓
の
浜
で
七
人
の
者
に
宰
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
皮
と
肉
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
、

い
う
箇
所
、
嘉
靖
本
で
は
「
後
郷
中
隣
婦
失
牛
、
求
轄
ト
之
。
轄
卜
之
目
、
在
北
渓
之
西
、
七
人
宰
之
、
疾
速
去
尋
、
皮
肉
尚
存
。
其
婦
果

往
尋
之
。
見
七
人
於
茅
舎
後
煮
食
。
皮
肉
猶
存
。
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
「
三
国
志
」
に
は
見
え
な
い
が
、

部
分
的
に
重
な
る
話
が
裳
注
に
見
え
る
。一
つ
は
隣
婦
が
失
っ
た
牛
を
管
轄
が
見
つ
け
る
話
で
、
「
轄
始
見
問
、
由
於
為
隣
婦
卜
亡
牛
、
言

嘗
在
西
面
窮
嫡
中
、
懸
頭
上
向
。
教
婦
人
令
視
諸
丘
家
中
、
果
得
牛
」
と
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
鹿
を
盗
ま
れ
た
者
の
話
が
見
え
、

「
絡
令
指
皮
肉
戴
還
者
著
故
慮
」
す
な
わ
ち
盗
賊
か
ら
鹿
の
皮
と
肉
と
内
臓
を
取
り
戻
し
た
と
見
え
る
。
「
隣
婦
」
が
牛
を
失
う
話
と
、
「
皮 (317) -52ー

と



肉
」
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
い
う
話
が
混
ざ
っ
て
変
容
を
と
げ
た
も
の
を
、
原
『
演
義
』
が
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
鹿
の
話
に

は
、
「
第
七
橡
（
七
番
目
の
垂
木
）
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
或
い
は
こ
の
「
七
」
が
「
七
人
宰
之
」
に
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
話
に
つ
い
て
、
嘉
靖
本
・
周
日
校
本
は
「
郷
中
隣
婦
失
牛
」
と
す
る
が
、
葉
逢
春
本
・
余
象
斗
本
・
余
象
烏
批
評
本
・
鄭
少

垣
本
・
鄭
世
容
本
・
湯
予
賓
本
の
諸
版
本
は
「
郷
中
隣
婦
朱
氏
失
牛
」
に
作
る
。
こ
れ
は
原
『
演
義
』
に
は
記
さ
れ
て
い
た
「
朱
氏
」
が
、

嘉
靖
本
で
は
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
葉
逢
春
本
と
そ
の
影
響
下
に
あ
る
福
建
系
の
諸
版
本
で
は
削
ら
れ
ず
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
朱

氏
」
の
話
と
し
て
形
を
整
え
た
逸
話
を
載
せ
た
、
何
ら
か
の
書
籍
を
原
「
演
義
』
の
作
者
は
参
照
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
管
轄
⑦
に
つ
い
て
、
嘉
靖
本
に
は
、
寿
命
を
延
ば
し
て
も
ら
っ
た
越
顔
が
「
北
斗
九
皇
、
何
其
一
也
？
」
と
尋
ね
る
場
面
が
あ
る
。

越
顔
の
話
を
載
せ
る
諸
版
本
は
そ
ろ
っ
て
こ
の
場
面
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
・
毛
本
が
「
北
斗
九
皇
」
に
作
る
の
に
対

し
て
、
余
象
斗
本
・
余
象
斗
志
侍
評
林
本
・
余
象
烏
批
評
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
・
黄
正
甫
本
は
い
ず
れ
も
「
北
斗
七

星
」
に
作
っ
て
い
る
。
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
が
「
北
斗
九
皇
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
原
『
演
義
」
も
「
北
斗
九
皇
」
に
作
っ
て
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
後
の
版
本
で
は
「
七
星
」
に
改
め
ら
れ
た
事
に
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
葉
逢
春
本
が
「
九
皇
」
と
す
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
蒙
っ
た
余
象
斗
本
・
鄭
少
垣
本
・
湯
賓
手
本
な
ど
は
「
七
星
」
に
作
っ
て
い
る
事
で
、
九
皇
信
仰
が
あ
っ
た

と
は
言
え
、
北
斗
は
七
星
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
根
深
く
浸
透
し
て
い
た
事
が
窺
わ
札
出
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
「
演
義
』
が
敢
え
て
「
九

皇
」
に
作
っ
た
の
は
、
越
顔
が
管
轄
と
「
北
斗
九
皇
」
に
関
し
て
話
し
会
っ
た
逸
話
を
載
せ
た
書
物
が
存
在
し
、
そ
れ
を
参
照
し
た
可
能
性

が
高
い
で
あ
ろ
う
。

尚
、
管
轄
の
弟
・
管
辰
の
手
に
な
る
『
管
轄
伝
』
は
、
「
陪
書
」
経
書
志
に
は
三
巻
、
「
旧
唐
書
』
経
書
志
、
『
新
唐
書
」
義
文
志
に
は
二

巻
と
見
え
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
当
然
そ
こ
で
管
轄
伝
説
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
正
統
と
さ
れ
る
伝
記
の
散
侠
が
か
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え
っ
て
零
細
な
伝
説
を
派
生
さ
せ
る
事
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
「
明
一
統
志
』
巻
七
十
一
に
は
「
昔
有
管
轄
隻
遇
一
道
人
、
曳
借
其
子
摘
酒
、

随
道
人
入
息
牽
山
、
共
飲
之
、
道
人
因
取
籍
検
視
云
、
子
害
時
止
十
八
、
遂
奉
筆
乙
之
日
八
十
、
後
其
子
年
果
八
十
」
と
い
う
逸
話
が
見
え

る
。
こ
の
話
は
『
山
堂
緯
考
』
巻
十
八
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
か
れ
て
お
り
、
管
轄
に
ま
つ
わ
る
延
命
伝
説
が
多
様
な
膨
ら
み
を
も

っ
て
広
ま
っ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。

四
、
結
語

二
十
巻
本
『
捜
神
記
」
と
『
三
国
志
」
に
類
似
し
た
話
が
見
え
る
場
合
、
原
『
演
義
』
は
多
く
の
場
合
「
三
国
志
」
を
参
照
し
て
い
た
形

跡
が
あ
り
、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
左
慈
と
公
孫
淵
に
関
し
て
の
み
で
あ
る
。
更
に
「
越
顔
」
と
「
顔

超
」
の
名
が
食
い
違
っ
て
い
る
点
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
嘆
竺
の
火
事
予
告
の
場
面
で
多
く
の
版
本
が
「
事
出
捜
神
記
」
と
明
記
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
原
『
演
義
』
の
作
者
が
現
在
に
伝
わ
る
形
の
二
十
巻
本
『
捜
神
記
」
を
直
接
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
事
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ

る
原
『
演
義
」
の
作
者
が
八
巻
本
『
捜
神
記
』
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
「
方
技
伝
」
か
ら
の
原
『
演
義
』
の
引
用
が
比
較

的
原
文
に
忠
実
で
あ
る
事
、
そ
し
て
管
轄
に
関
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
「
朱
氏
」
「
北
斗
九
皇
」
と
い
う
語
を
含
み

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し
た
話
の
体
裁
を
持
っ
て
い
る
事
を
考
え
る
と
、
原
『
演
義
』
が
添
え
た
「
方
技
伝
」
以
外
の
華
佑
・
管
轄
の
逸
話

も
、
暖
味
な
口
伝
か
ら
で
は
な
く
何
ら
か
の
書
物
を
典
拠
に
持
つ
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
「
越
顔
」
の
逸
話
も
何
ら
か
の
書
物
か

ら
の
引
用
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
『
演
義
』
は
八
巻
本
『
捜
神
記
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
八
巻
本
の
影
響
を
受
け
つ
つ
「
北

斗
九
皇
」
の
く
だ
り
を
も
含
ん
だ
逸
話
を
載
せ
る
別
の
書
物
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
の
考
究
は
、
今
後
の
課
題

(315) -54-



と
し
た
い
。

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、
『
捜
神
記
』
と
も
重
な
る
内
容
に
関
し
て
、
『
演
義
』
諸
版
本
間
で
物
語
の
性
質
が
変
わ
る
よ
う
な
大
き
な
改
変
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
有
無
に
関
し
て
は
、
版
本
間
に
比
較
的
大
き
な
差
違
が
見
ら
れ
た
。
笈
郵
粛
本
・
朱
鼎
臣
本
・

黄
正
甫
本
等
、
所
謂
簡
本
の
系
統
に
属
す
る
諸
版
本
で
は
、
字
数
を
節
約
す
る
為
に
、
管
轄
・
華
佑
の
い
か
に
も
民
衆
受
け
し
そ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
も
惜
し
げ
も
な
く
切
り
捨
て
て
い
る
。
ま
た
、
躍
龍
嗣
の
神
樹
を
伐
っ
た
曹
操
が
発
し
た
「
子
不
語
怪
力
乱
神
」
と
い
う
『
論

語
』
の
言
葉
や
、
公
孫
淵
を
諌
め
る
倫
直
の
「
禍
福
将
至
、
善
必
先
知
之
、
不
善
必
先
知
之
」
「
園
家
将
興
、
必
有
禎
祥
、
園
家
将
亡
、
必

有
妖
摩
」
と
い
う
「
中
庸
』
の
一
言
葉
は
、
嘉
靖
本
以
下
多
く
の
版
本
に
見
え
る
が
、
毛
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
遷
は
一
見

些
細
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
演
義
」
と
『
三
国
志
』
「
捜
神
記
』
と
い
う
多
重
な
「
虚
」
と
「
実
」
の
狭
間
で
、
「
演
義
』
を
形
作
り
刊
行

し
た
人
々
の
目
的
や
志
向
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
事
を
改
め
て
確
認
で
き
た
思
い
が
す
る
。

注
(1
) 

『
演
義
』
に
関
し
て
は
、
嘉
靖
本
、
葉
逢
春
本
、
周
日
校
本
、
余
象
斗
本
、
余
象
斗
志
侍
評
林
本
、
余
象
烏
批
評
本
、
鄭
少
垣
本
、
鄭
雲
林

本
、
湯
賓
手
本
、
笈
郵
粛
本
（
劉
龍
岡
本
）
、
朱
鼎
臣
本
、
劉
築
吾
本
の
影
印
本
及
ぴ
、
人
民
文
学
出
版
社
『
三
国
演
義
』
、
中
国
人
民
大
学

出
版
社
『
三
国
演
義
』
（
賞
正
甫
本
）
の
排
印
本
を
参
照
し
た
。
本
稿
で
は
、
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
等
に
先
立
っ
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
祖

本
を
原
『
演
義
』
と
呼
ぶ
。
ま
た
『
捜
神
記
』
に
関
し
て
は
、
二
十
巻
本
は
『
学
津
討
原
』
、
八
巻
本
（
稗
海
本
）
は
『
増
訂
漢
貌
叢
書
』
、

敦
燈
本
（
句
道
興
本
）
は
王
重
民
氏
他
『
敦
燈
変
文
集
』
及
び
潜
重
規
氏
『
教
娘
変
文
新
書
』
を
参
照
し
た
。

「
子
吉
」
と
す
る
か
「
干
吉
」
と
す
る
か
諸
論
あ
る
が
、
本
稿
で
は
嘉
靖
本
以
下
多
く
の
版
本
が
作
る
所
に
倣
い
「
子
吉
」
と
す
る
。

2 
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劉
龍
田
本
、
朱
鼎
臣
本
、
黄
正
甫
本
、
劉
祭
吾
本
等
、
福
建
で
刊
行
さ
れ
た
所
謂
簡
本
系
諸
版
本
で
は
、
嘆
竺
の
火
事
予
告
の
話
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
余
象
斗
本
は
原
候
。
尚
、
版
本
系
統
に
関
し
て
は
、
中
川
諭
氏
『
「
三
国
志
演
義
」
版
本
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
、

貌
安
氏
『
三
国
演
義
版
本
考
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
）
、
金
文
京
氏
『
「
三
国
演
義
」
版
本
試
探
検
1

建
安
諸
本
を
中
心
に
1

」

（
『
集
刊
東
洋
学
』
日
号
、
一
九
八
九
）
、
『
三
国
志
演
義
の
世
界
』
（
東
方
書
店
、
一
九
九
三
）
、
上
田
望
氏
『
「
三
国
演
義
」
版
本
試
論
｜
通

俗
小
説
の
流
伝
に
関
す
る
一
考
察
｜
』
（
『
東
洋
文
化
』
第
礼
号
、
一
九
九O
）
、
佐
藤
由
美
氏
「
志
侍
評
林
本
「
三
国
志
演
義
」
に
つ
い
て
』

（
『
集
刊
東
洋
学
」
鉛
号
、
二O
O

こ
等
を
参
照
し
た
。

陳
期
華
氏
は
「
三
国
故
事
劇
考
略
」
（
周
兆
新
氏
主
編
『
三
国
演
義
叢
考
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
）
に
於
い
て
、
既
に
散
侠
し
た

元
雑
劇
・
越
善
慶
撰
「
焼
奨
城
康
竺
収
資
』
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
は
『
捜
神
記
』
か
『
拾
遺
記
』
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
嘆
竺
同
様
、
神
を
車
に
同
乗
さ
せ
た
話
に
は
、
『
異
苑
」
巻
五
に
虞
道
施
と
騒
除
大
将
軍
の
話
が
あ
る
。

余
象
斗
本
・
余
象
斗
志
侍
評
林
本
・
余
象
烏
批
評
本
は
原
候
。
尚
、
『
捜
神
記
』
巻
十
八
に
、
や
は
り
大
木
を
伐
っ
た
と
こ
ろ
血
が
流
れ
た

と
い
う
張
遼
の
話
が
見
え
る
。
こ
の
張
遼
は
『
三
国
志
』
巻
十
七
に
伝
を
立
て
ら
れ
て
い
る
張
遼
と
は
別
人
。
曹
操
が
梨
樹
の
神
に
苛
ま
れ

て
病
臥
し
た
の
に
対
し
、
巻
十
八
の
張
遼
は
樹
か
ら
現
れ
た
白
髪
の
妖
怪
を
四
、
五
人
斬
り
殺
し
た
が
、
繰
ら
れ
る
事
も
な
く
、
後
に
は
売

州
刺
史
に
ま
で
出
世
し
た
。

「
広
韻
』
で
は
「
倫
」
「
論
」
と
も
に
上
平
十
八
諒
の
韻
に
属
し
、
カ
過
の
切
。
嘉
靖
本
・
周
日
校
本
・
毛
本
は
「
倫
直
」
に
作
り
、
葉
逢
春

本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
・
笈
郵
粛
本
・
朱
鼎
臣
本
・
黄
正
甫
本
は
「
愈
直
」
に
作
る
。
余
象
斗
本
・
余
象
斗
志
侍
評
林

本
・
余
象
烏
批
評
本
は
原
候
。

正
し
く
は
「
太
元
元
年
」
。
葉
逢
春
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
・
毛
本
は
「
太
和
元
年
」
に
作
る
。
余
象
斗
本
・
余
象
斗
志

侍
評
林
本
・
余
象
烏
批
評
本
は
原
献
。

嘉
靖
本
・
周
日
校
本
・
劉
柴
吾
本
で
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
「
白
虹
」
が
現
れ
、
諸
葛
悔
を
諌
め
た
人
物
を
「
蒋
延
」
と
す
る
。
葉
逢
春

本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
・
笈
郵
粛
本
・
朱
鼎
臣
本
・
黄
正
甫
本
で
は
一
度
目
の
「
白
虹
」
を
「
白
蛇
」
に
作
り
、
「
蒋
延
」

を
「
蒋
誕
」
に
誤
っ
て
い
る
。
毛
本
は
一
度
目
の
「
白
虹
」
を
「
白
気
」
に
作
り
、
人
名
は
「
蒋
延
」
と
し
て
い
る
。
余
象
斗
本
・
余
象
斗

志
侍
評
林
本
・
余
象
烏
批
評
本
は
原
娘
。

嘉
靖
本
、
周
日
校
本
、
朱
鼎
臣
本
、
余
象
斗
本
、
余
象
斗
志
侍
評
林
本
、

3 4 
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鄭
少
垣
本
、
鄭
雲
林
本
、
湯
賓
手
本
、
笈
郵
粛
本
、
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黄
正
甫
本
に
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見
え
る
。
劉
築
吾
本
に
は
見
え
な
い
。

「
太
平
清
領
」
も
し
く
は
「
太
平
清
領
道
」
と
す
る
版
本
に
、
嘉
靖
本
・
余
象
斗
本
・
余
象
斗
志
侍
評
林
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯

賓
手
本
・
笈
郵
粛
本
・
劉
柴
吾
本
が
あ
る
。
周
日
校
本
が
「
太
平
青
領
道
」
と
す
る
の
は
、
『
三
国
志
』
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

毛
本
も
「
太
平
青
領
道
」
に
作
る
。
朱
鼎
臣
本
・
黄
正
甫
本
は
書
名
を
記
し
て
い
な
い
。

子
吉
の
事
績
に
関
し
て
は
、
『
捜
神
記
』
「
三
国
志
』
『
後
漢
書
』
の
他
に
も
、
『
神
仙
伝
』
巻
十
「
宮
崇
」
、
『
還
菟
記
」
、
『
仙
苑
編
珠
』
巻

中
、
『
三
洞
珠
嚢
』
巻
一
、
「
雲
笈
七
簸
』
巻
一
百
一
十
一
引
『
洞
仙
伝
』
、
「
三
洞
群
仙
録
』
巻
十
三
、
『
歴
世
真
仙
僅
道
通
鑑
」
巻
二
十
、

等
に
見
え
る
。
ま
た
子
吉
の
事
績
に
関
し
て
論
及
し
て
い
る
も
の
に
、
福
井
康
順
博
士
『
道
教
の
基
礎
的
研
究
』
（
理
想
社
、
一
九
五
二
）
、

陳
国
符
氏
『
道
蔵
源
流
考
」
（
中
華
書
局
、
一
九
六
三
）
、
大
淵
忍
爾
博
士
『
道
教
史
の
研
究
」
（
岡
山
大
学
共
済
会
書
籍
部
、
一
九
六
四
）
、

宮
川
尚
志
博
士
『
六
朝
史
研
究
』
宗
教
篇
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
四
）
、
『
中
国
宗
教
史
研
究
』
第
一
（
同
朋
出
版
、
一
九
八
三
）
、
前
田

繁
樹
氏
「
六
朝
時
代
に
於
け
る
干
吉
停
の
嬰
遷
」
（
『
東
方
宗
教
』
第
日
続
、
一
九
八
五
）
等
が
あ
る
。

拙
論
「
「
三
国
志
演
義
』
の
左
慈
像
に
つ
い
て
」
（
『
義
文
研
究
』
第
七
十
六
号
、
一
九
九
九
）
。

笈
郵
粛
本
・
朱
鼎
臣
本
・
黄
正
甫
本
等
、
簡
本
系
の
諸
版
本
は
華
佑
の
治
療
歴
を
省
略
し
て
お
り
、
湯
賓
手
本
も
大
幅
に
削
っ
て
い
る
。
嘉

靖
本
、
葉
逢
春
本
、
周
日
校
本
、
鄭
少
垣
本
、
鄭
雲
林
本
が
紹
介
し
て
い
る
内
容
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
余
象
斗
本
・
余
象
斗
志
侍
評
林

本
・
余
象
烏
批
評
本
・
劉
柴
吾
本
は
原
候
。
尚
、
華
他
は
毛
本
の
第
十
五
回
、
二
十
九
回
、
七
十
五
回
、
七
十
八
回
に
そ
の
名
が
見
え
る

が
、
「
華
佑
」
と
「
華
陀
」
の
表
記
が
一
定
し
て
い
な
い
版
本
も
多
い
。
「
佑
」
と
「
陀
」
の
混
用
は
『
三
国
志
平
話
」
に
珍
い
て
も
既
に
見

ら
れ
る
。
史
書
に
関
し
て
言
え
ば
、
『
三
国
志
』
『
後
漢
書
』
「
晋
書
』
『
北
史
』
『
階
書
」
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
『
宋
史
』
は
い
ず
れ
も

「
佑
」
と
し
て
い
る
。
『
明
史
』
巻
二
百
九
十
九
は
「
佑
」
と
す
る
が
、
巻
五
十
は
「
陀
」
に
作
る
。
『
清
史
稿
』
は
「
陀
」
に
作
る
。
ま
た

『
太
平
御
覧
」
は
、
巻
九
十
三
が
「
陀
」
と
す
る
他
は
、
全
て
「
佑
」
に
作
る
。
『
明
一
統
志
』
は
、
巻
十
八
、
六
十
四
は
「
佑
」
、
巻
七
は

「
陀
」
に
作
る
。
『
歴
世
真
仙
撞
道
通
鑑
』
巻
二
十
は
「
陀
」
に
作
る
。

蛇
が
壁
に
吊
し
て
あ
る
話
は
、
嘉
靖
本
・
葉
逢
春
本
・
周
日
校
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
に
見
え
る
。

清
・
梁
章
矩
撰
、
楊
耀
坤
校
訂
「
三
国
志
芳
誼
』
巻
十
八
に
指
摘
あ
り
。

但
し
「
演
義
』
『
捜
神
記
』
は
「
蛇
」
の
字
を
用
い
て
い
る
が
、
「
三
国
志
』
は
「
馳
」
の
字
を
用
い
て
い
る
。

笈
郵
粛
本
・
朱
鼎
臣
本
は
管
轄
の
占
い
の
実
例
を
挙
げ
て
い
な
い
。
余
象
斗
志
侍
評
林
本
・
劉
柴
吾
本
は
原
紙
。
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余
象
斗
本
・
余
象
烏
批
評
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
は
誤
っ
て
「
郭
思
」
に
作
る
。

嘉
靖
本
・
周
日
校
本
・
毛
本
は
「
皮
肉
」
に
作
る
が
、
葉
逢
春
本
・
余
象
斗
本
・
余
象
烏
批
評
本
・
鄭
少
垣
本
・
鄭
雲
林
本
・
湯
賓
手
本
・

黄
正
甫
本
は
「
皮
骨
」
に
作
る
。

八
巻
本
・
敦
煙
本
の
描
写
は
、
二
十
巻
本
に
比
べ
て
冗
漫
で
あ
る
。
多
賀
浪
砂
氏
『
干
宝
「
捜
神
記
」
の
研
究
』
（
近
代
文
華
社
、
一
九
九

四
）
所
収
「
「
捜
神
記
』
の
二
十
巻
本
と
八
巻
本
」
の
注
に
、
管
轄
の
話
は
二
十
巻
本
で
は
二
百
三
十
七
文
字
、
八
巻
本
で
は
五
百
五
十
五

文
字
で
あ
る
旨
が
見
え
る
。

隣
婦
亡
牛
と
鹿
の
皮
肉
を
取
り
戻
す
話
は
、
「
異
苑
』
巻
九
、
『
太
平
贋
記
」
巻
二
百
一
十
六
に
も
見
え
る
。

『
道
教
事
典
」
（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
四
）
九
六
頁
「
九
皇
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
九
皇
信
仰
に
は
福
建
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
。
し
か
し
『
演
義
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
九
皇
信
仰
が
浸
透
し
て
い
た
福
建
で
刊
行
さ
れ
た
諸
版
本
が
、
か
え
っ
て
「
九
皇
」

を
「
七
星
」
に
改
め
て
い
る
事
に
な
る
。
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